
第 13 期 決 算 公 告
平成 25年６月 28日

北海道稚内市大黒五丁目６番16号
さらきとまない風力株式会社
代表取締役 林田 博

貸借対照表の要旨(平成25年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 408,493
固 定 資 産 1,222,663
資 産 合 計 1,631,156

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 1,079,044
固 定 負 債 913,042
株 主 資 本 �360,930
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 �390,930
その他利益剰余金 �390,930
(うち当期純利益) (127,599)
負債・純資産合計 1,631,156

第 27 期 決 算 公 告
平成 25年８月 30日
山形県東村山郡中山町大字岡834`５
株式会社山形セルトップ
代表取締役社長 秋葉 昌義

貸借対照表の要旨(平成25年５月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

の
部
資
産

流 動 資 産 233

固 定 資 産 27

合 計 260

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 97

固 定 負 債 20

株 主 資 本 142

資 本 金 50

利 益 剰 余 金 92

利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 90
(うち当期純利益) (6)
合 計 260

第 34 期 決 算 公 告
平成 25年８月 30日

栃木県矢板市乙畑1754`１
株式会社サカタ ロジスティックス

代表取締役社長 梅原 孝司
貸借対照表の要旨(平成25年５月31日現在)

科 目 金 額(百万円)

の
部
資
産

流 動 資 産 473

固 定 資 産 183

合 計 656

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 142

固 定 負 債 23

株 主 資 本 490

資 本 金 30

利 益 剰 余 金 460

利 益 準 備 金 7
その他利益剰余金 453
(うち当期純利益) (1)
合 計 656
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翌
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内
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の
申
し
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を
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て
下
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。

右
期
間
内
に
お
申
し
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が
な
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と
き
は
弁
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ま
す
。

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

事
務
所
千
葉
市
中
央
区
中
央
三
丁
目
五
番
七
号

千
葉
中
央
ハ
イ
ツ
六
〇
三
号

石

法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

石

英
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
富
山
県
射
水
市
青
井
谷
一
六
九
三
番
地
、
最
後

の
住
所
富
山
県
高
岡
市
本
丸
町
三
番
二
二
号

被
相
続
人

亡

前
川

淳
子

右
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翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
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と
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は
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ま
す
。
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。

右
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